
                          

神奈川県内広域水道企業団 人事異動の概要（平成29年4月1日）

１ 人事異動に対する基本姿勢

平成29年度は、安全・安心な水道用水の安定供給を継続するため、５ヵ年事業計画（平成28年

度～平成 32 年度）に掲げる施策を着実に推進するとともに、人材育成に力点を置いた適材適所の

人員配置を行います。

また、所属間の共通・関連業務を統合整理し、事務職及び技術職の連携を強化することにより、

効率的な業務執行体制の確立を図ります。

２ 人事異動の時期  

平成２９年４月１日（土）

３ 人事異動の規模

区分
昇任 転(兼)任等 採用・再任用等 退職等

事務 技術 事務 技術 事務 技術 事務 技術

理事・部長級 1 1 － － － － 1 －

副部長級 － － － － － － － －

課長級 － 2 2 8 － － － －

課長補佐級 1 4 5 7 － － － －

係長・主幹級 1 5 8 26 － － － 1

副主幹、その他級 2 23 22 62 7 10 4 12

計 40 140 17 18
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４ 主な人事異動

○ 理事・部長級

技監（技術研究・調査担当）

（水道技術研究センター派遣）        市川  学〔総務部長〕

総務部長                        平部眞公十〔総務部副部長（兼）総務部経営企画室長〕

○ 課長級

〔総務部〕

総務部経営計画課長            小池 健一〔技術部浄水計画課長〕

総務部契約検査課長            三橋 俊郎〔技術部伊勢原浄水場長〕

総務部人事企画担当課長          佐藤  弘〔総務部計画調整担当課長

（兼）総務部経営企画室副室長（室長補佐）〕

総務部政策調整担当課長          冨安  豊〔総務部広報・渉外担当課長

（兼）総務部出資法人担当課長〕

〔技術部〕

技術部浄水課長              津田  宏〔技術部綾瀬浄水場長〕

技術部施設課長              依田 一仁〔技術部設計課長〕

技術部水運用センター所長         長島 伸博〔技術部西長沢浄水場長〕

技術部西長沢浄水場長           川窪  正〔技術部西長沢浄水場副場長（場長補佐）

                                                             （兼）技術部西長沢浄水場主幹（施設管理担当）

（兼）技術部監理指導課主幹（工事検査担当）〕

技術部伊勢原浄水場長           前田 知紀〔技術部監理指導課長

        （兼）技術部統括電気担当課長（統括電気主任技術者）〕

技術部綾瀬浄水場長            秋元 康由〔技術部水運用センター所長〕

技術部危機管理担当課長

（兼）技術部統括電気担当課長       村山 洋明〔技術部綾瀬浄水場副場長（場長補佐）

（統括電気主任技術者）            （兼）技術部綾瀬浄水場主幹（浄水管理担当）〕

  （事務取扱）技術部浄水課危機管理係長

技術部品質向上担当課長          酒井  紳〔技術部品質向上担当課長

（事務取扱）技術部伊勢原浄水場主幹         （事務取扱）技術部綾瀬浄水場主幹（水質管理担当）〕

          （水質管理担当）



                          

５ 人事異動の特色

Ⅰ 事業運営の推進のために

（1）人材育成の推進体制の強化 ＜総務部 総務課＞

事務職及び技術職の職員研修など、人材育成に係る業務を一元管理し、人事制度の活用も図り

ながら、効率的かつ計画的に人材育成の取組みを推進するため、人事企画担当課長を配置します。

（2）企画・計画部門の強化 ＜総務部 経営計画課＞

次期事業計画、経営戦略及びアセットマネジメント等の経営課題に対応するため、企画・計画

部門の業務を統合整理するとともに、政策調整担当課長を配置します。
  

（3）多様な契約手法への対応 ＜総務部 契約検査課＞

   積算基準、契約及び工事監督・検査に係る業務を統合整理し、総務部に新設する契約検査課で

  一元管理することにより、業務の効率化・適正化を推進するとともに、ＤＢＭ（設計・建設・       

維持管理の一括発注）等の新たな契約手法への対応を図ります。

（4）危機管理体制の強化 ＜技術部 浄水課＞                         

災害対策・危機管理に係る業務を統合整理し、技術部浄水課に設置する危機管理係で一元管理

するとともに、危機管理体制の強化を図るため、危機管理担当課長を配置します。

Ⅱ 人材育成・人事交流等の取り組み

（1）本庁・現場（浄水場・取水所等）間の異動の推進

  幅広い経験を積んだ人材の育成を進めるため、本庁・現場（浄水場・取水所等）間の異動を    

積極的に行います。特に、若手職員については計画的な異動（ジョブローテーション）を行います。

（2）人事交流・他団体派遣の取り組み

○ 神奈川県との人事交流（主事級[事務]１名）

○ 阪神水道企業団との人事交流（主任主査級[技術]１名）

○ 広域水質管理センターにおける派遣受入（神奈川県１名・横浜市１名・川崎市１名（継続））

○ (公財)水道技術研究センターへの派遣（技監1名・主任主査級[技術]１名）

Ⅲ 女性活躍推進の取り組み
   ○ 課長補佐級[事務]への昇任 1名

Ⅳ 管理職員の登用

○ 係長・主幹級への昇任 6名（事務1名・技術5名）

Ⅴ 採用と退職

○ 平成29年4月1日付け新規採用職員  

区分 事務 技術 計

Ⅰ 種 4 4 8

○ 平成29年3月31日付け定年退職職員

区分 事務 技術 計

定年退職 3 4 7

お問い合わせ先

神奈川県内広域水道企業団

総務部総務課長      大江

045（363）3942

総務部総務課人事・労務GL 池田

045（363）6032


